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学校通信 

    学校生活における大切なお知らせです     
 

2007年 7月 20日発行 第 51号 (毎月１回発行) 
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―夏期休暇をむかえて― 
 いよいよ夏休みのスタートです。楽しむ夏休みも大事ですが、夏休み明けの前期単位認定テスト（期末 
テスト）にむけての大事な時期でもあります。そんな夏休みを乗り切るためにも健康管理が大切ですね。 
ところで皆さん「土用の丑」は、聞いたことがあると思います。今年は、7月30日（月）です。そして、 
「土用の丑」と言えば“うなぎ”ですが、みなさんはなぜ「土用の丑」に“うなぎ”を食べるか知っていま

すか。諸説があるのですがその一つに、「江戸時代、商売がうまく行かない鰻屋が平賀源内の所に相談に 
行った。源内は、「丑の日に『う』の字が附く物を食べると夏負けしない」という民間伝承からヒントを 
得て、「本日丑の日」と書いて店先に貼ることを勧めた。すると、物知りとして有名な源内の言うことなら

ということで、その鰻屋は大変繁盛した。その後、他の鰻屋もそれを真似るようになり、土用の丑の日に 
鰻を食べる風習が定着した。」と言うのがあります。みなさんも「土用の丑」に“うなぎ”を食べて夏バテ

しないようにしてください。 
 さて、前期のスクーリング（一部集中講座を除き）も終わりましたが、みなさんの学習状況はどうでした

か。学校から7月24日に「前期学習状況報告」と「前期単位認定テスト受験資格確認表」を発送しますの

で、必ず確認をしてください。また、今年度からテストの方法が「筆記テスト」と「課題テスト」「実技 
テスト」となり、すべての講座でいずれかの「テスト」が行われます。送られてくる手紙類をしっかり読み

間違わないようにしてください。 
なお、今年度「前期単位認定テスト（筆記テスト）」は8月27日（月）～8月31日（金）です。 

 
健康・体調管理に気をつけてみなさんの夏期休暇が安全で充実したものになるように願っています。 

 

内 容 

    
――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

1.在籍期間が通算３年以上。 

2.必修科目を含めて74単位以上の修得。 

   ＊本校での単位修得にはスクーリング出席合格とレポート課題合格そして単位認定テスト合格が 

大前提です。 

3.特別活動の出席時間数が30時間以上。 
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予定日程表 

日 曜 行 事 予 定 な ど  

 7  月  

7/21 金 夏期休暇開始（～8/26） 

7/24 火 
〔前期学習状況報告〕〔筆記テストの範囲・時間割〕〔レポート解答・記述例集〕〔受験 

資格確認表〕発送 
7/26 木 〔課題テスト〕発送予定 

 8  月  

8/1 水  
2 木  
3 金  
4 土 集中講座「国際平和セミナー」（～8/6） 

5 日  

6 月  
7 火  
8 水  
9 木  
10 金  
11 土  
12 日 集中講座「海洋スポーツ」「海洋体験」（～8/14） 
13 月             
14 火  
15 水  
16 木  
17 金  
18 土  
19 日  
20 月 〔学校通信〕発送予定 

21 火  
22 水  
23 木  
24 金  
25 土  
26 日 夏期休暇終了 
27 月 筆記テスト(～8/31) 
28 火  
29 水 高認受験ガイダンス 
30 木  
31 金 課題テスト提出締め切り 

 9  月  

9/3 月 追テスト、集中講座「情報Ａ基礎7・8」（～9/10） 
9/4 火 集中講座「体育ｂ5・C6」（～9/10） 
9/5 水 筆記テスト結果、再テスト案内送付予定 
9/11 火 再テスト（または再テスト代替課題締切り） 
9/19 水 前期卒業式 

9/20 木 〔学校通信〕発送予定 

9/21 金 ホームルーム・後期開講講座説明会 

9/26 水 講座登録開始（日付は年次別に指定） 

9/29 土 街美化ボランティア（予定） 

スケジュール 

学校閉館（8/10～8/16） 
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【夏期休暇】7月21日（土）～8月26日（日）  
  
上記の期間中、生徒の皆さんは、特別な用事のない限り登校はできません。やむを得ない

事情で登校する場合はあらかじめ電話などで連絡し、要件を告げて面会予約を取り付けるな

どの必要があります。 
なお、期間内の 8月 10日（金）から 16日（木）は学校が完全閉館になり、いかなる事
情であれ、だれも立ち入ることはできません。 
 

【「前期学習状況報告」などの発送】 7月 24日（火）  
 
前期最終の〔学習状況報告〕を 7 月 24 日（火）にお送りします。あわせて、〔単位認定
テスト受験資格確認表〕〔単位認定テストの実施方法および筆記テスト出題範囲・内容一覧

と日程・時間割〕〔レポート解答・記述例集〕〔特別活動参加時間数〕などが同封されますの

で、これらをもとに、単位認定テストに備えましょう。 
 

【単位認定テスト（期末テスト）について】 

 
単位認定テスト（期末テスト）は、すべての講座で実施します。 
単位認定テスト（期末テスト）には、筆記テスト、課題テスト、実技テストの３つの実施

方法があります。各講座のテストが、どの実施方法でなされるか、よく確認して、間違い

のないようテストを受けてください。 
（各講座のテスト実施方法は、7/24に再度郵送いたします。） 
  
 《注意！》 

  6/20の学校通信で、「古文入門」は筆記テストとお知らせしましたが、 

課題テストに変更になりました。ご注意ください。 

 

■筆記テストについて  

 

筆記テストは、8月27日（月）～31日（金）の1週間に実施します。 

今からスケジュールを調整しておいてください。 

なお、筆記テストは、スクーリングの曜日・時限とは異なる曜日・時限で実施しますので、

十分注意してください。 

前期に受講した講座それぞれについて、まず〔単位認定テスト受験資格確認表〕で受験の

可否を確認し、〔単位認定テストの実施方法および筆記テスト出題範囲・内容一覧〕でテス

トの実施方法、出題範囲をしらべ、テストのための学習を進めてください。  

教務からのお知らせ 
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〈筆記テストが同じ日時で重なっている場合〉 

 

受験できる講座の筆記テストが、〔筆記テスト日程・時間割〕で同じ日時に表示されてい

る場合は、〔単位認定テスト受験資格確認表〕で、一方を他の時限で受験するように指示さ

れます。〔受験資格確認表〕に記載されている日付・時限・教室にしたがって受験してくだ

さい。 

 

〈追テストを希望する場合〉 

 

指定の日時に筆記テストを受けることができない場合は、届け出により追テストを受験

できます。 

追テストは9月3日（月）に（5講座を超える場合は翌日にも）実施します。 

届け出に際しては、事情・理由は問いません（病院の診断書などは不要です）が、追テ

スト料が1講座につき1000円必要です。 

事前に「追テスト願い」に必要事項を記入し、料金を添えて教員室受付に提出してくだ

さい。ただし、インフルエンザのように出席停止が求められる病気や大学受験など、学校

が相当の理由があると認める場合は、診断書・証明書の提出や受験票の呈示などにより料

金免除となります。 

また、遅刻などで受験できなかったテストを、当日中に別の時限で受ける場合も追テス

トに準ずる扱いとなり、「追テスト願い」に料金を添えて手続きしてください。 

なお、いったん納入された追テスト料は、理由に関わらずお返しできませんので、あらか

じめご了承ください。 

 

〈再テストが必要になった場合〉 

 

筆記テスト（追テストを含む）が不合格となった講座は、再テスト[9月11日（火）に実

施]を受験（講座によっては代わりに課題提出）できます。 

再テストまたは代わりの課題についても、再テスト・課題料が1講座につき1000円必要

です。 

手続きなど詳しいことは筆記テスト結果の送付時、該当者にお知らせします。(筆記テス

トの結果は9月5日(水)に送付予定です。) 

いったん納入された再テスト・課題料についても、理由に関わらずお返しできませんの

で、あらかじめご了承ください。 
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■課題テストについて 
 講座の履修が認められた人（スクーリングとレポートの条件をクリアした人）に、課題

テストを 7/26（木）に送付します。 
 みなさんは、自宅で課題テストに取り組み、締切までに提出してください。 
 締切までに提出されなかった場合は、単位の修得はできません。 
 課題テストの提出締切は、8月 31日（金）17時です。 
 提出方法など、詳細については、課題テスト送付時にお知らせします。 
 なお、課題テストには、追テスト、再テストはありません。 
 
■実技テストについて 
 スクーリング期間中に、終了しています。 
 

【制作品の持ち帰りお願い】 

 

芸術科や家庭科などで制作した作品で、これまで学校で保管されていたものは、筆記テス

ト・ＨＲ・後期の講座登録などで登校の機会に、家に持ち帰ってください。10 月末までに
引き取りのない場合は、個々人に通告することなく処分します。 
 

街美化ボランティア                       

 

9月29日（土）（予定）   16:00から約1時間（雨天決行） 

 

作業のできる軽装で、10分前に１階ロビーに集まってください。 
その際、警察への届け用紙と学校の参加カードの両方に記名してもらいます。 
（特別活動1時間。ただし、遅れたり途中で帰ったときは認定されません。） 
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【2007年度生徒証明書について】 

 昨年度からの在学生で、「2007年度生徒証明書」の発行手続きをしていない生徒は、至急
写真提出手続きを行ってください。(所定の提出用紙は事務室にあります。)今年度の生徒証
明書がない場合、単位認定(期末)テストが受けられないなど不利益が生じることとなります
ので至急手続きを行ってください。また、2007年度新入生で生徒証明書をまだ受け取って
いない生徒は、至急事務室へ申し出てください。 
 

【奨学生募集について】 

現在募集中の奨学金について期限等を下記の表に記載しています。申込希望の場合は

申請書類一式を事務室に請求してください。 

 

種類 申込書類提出期限 

日本学生支援機構｢大学等奨学生予約｣（第二種）３年次生のみ 
8月20日(月) 

〔候補者決定10月頃〕 

日本学生支援機構｢大学等奨学生予約｣ 第二種(海外) 

※ 平成20年度内に海外の大学へ進学を希望している３年次生のみ 

 

10月15日(月) 

 

 

【夏期学校休館に伴う事務取扱いについて】 

 夏期休館に伴い、事務取扱については8月10日(金)～16日(木)までの間は停止いたしま

す。遠隔地への旅行などに必要な学割申請などについては、8月6日(月)までに申請のあっ

た分については 8月 8日(水)に発行することができます。即日発行はできませんのであら

かじめ申し込んでください。 

 

【住所等変更手続きについて】 

 現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更

届」に記入・押印のうえ事務室へ提出してください。その際、保護者を届けていない成人

の生徒以外は、必ず保護者の方が記入・押印ください。あわせて生徒証明書の再発行が必

要な場合は、写真を提出してください。(即日発行はできません。)  

届出用紙は事務室にある他、「学務の手引き」の巻末にもあります。コピーして使用して

ください。 

 

 

 

 
 

事務室からのお知らせ 
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保健室・カウンセリングﾙｰﾑからの

お知らせ 

＊健康診断書について 

05年度～07年度の入学生で入学時に健康診断書を渡された人（A4・白：新入生、編入生

のみ）、現在までに未提出・未受検の連絡した人（転入生を含む）は、出来るだけ早く医療

機関で健康診断を受けて提出して下さい。健康診断の記録が無い場合は、学校側として健

康状態の把握ができない為、在学中の宿泊をともなうスクーリングへの参加はできなくな

ります。また、医療機関の受診が必要な人も、夏休みを利用して早めに受診しましょう。

その結果等で学校へ連絡しておきたいことがあれば、保健室または担任へ連絡して下さい。

 

【カウンセリングルーム】 

保健室・カウンセリングルーム、及び事務机周辺での食事は禁止です！ 

＊開室時間と担当者 

  月曜日：石井邦也さん １３：３０ ～ １６：３０ 

  水曜日：田中俊英さん １０：３０ ～ １４：００ 

  金曜日：小嶋美緒さん １３：３０ ～ １６：３０ 

＊前期の開室は７月３０日（月）までです。（後期は１１月より開室します。） 

＊保護者の方もご利用できます。 

カウンセリングルームについてのお問い合わせ、ご予約は保健室（後藤）まで。 



 
 

 

9 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒支援からのお知らせ 

【不審者への注意】 
 以前、天王寺駅からの通学路および本校周辺で本校生徒が不審者から声をかけられたり、

しつこく携帯電話の番号・アドレスを聞かれた、いたずらをされそうになったとの報告が

数件ありました。また、スクーリングが終了し夏休みを迎え、いろんなところに出かける

機会も増えると思います。予期せぬ事件に巻き込まれることもありますので、十分注意し

ましょう。特に個人情報は絶対に教えないようにしましょう。 
そのような場面に出くわしたときの対処の仕方は 
１．声をかけられる、あるいはからまれても相手にしない・無視する。 
２．それでもしつこくされる場合は、近くの店に駆け込む。 
３．店までついてくる場合は、店から警察に電話する。 
４．なるべく複数の人で行動する。 

です。 
 声をかけられたことに対して、その場で反応すると、事態を悪化させることがあります。

相手にしないことが重要です。からまれないようにすることは難しい場合がありますが、

繁華街などで前からくる人とむやみに顔を合わせないようにしましょう。 
警察に確認したところ、通報した後、不審者が立ち去っていてもかまわない、警官の姿

があることで、そのような行為が減るとのことです。また、学校周辺の通学経路について

は、パトロールの強化をお願いしています。（天王寺警察署 Tel 06－6773－1234） 
 
【夏休み期間中の学校利用について】 

 7月 21日(土)より 8月 26日(日)は夏休み期間中のため、生徒のみなさんは学校に登校す

ることができません。自習室、屋上のスポーツヤードの利用もできません。ただし、証明

書発行などで事務所に用事のある人、担任と相談する必要がある人などやむを得ない事情

がある場合は、担任が不在のこともあるので、事前に電話などで約束をとってから来校し

てください。 

 なお、8月 10 日（金）から 8 月 16 日（木）は休館期間にあたるため、証明書の発行お

よび担任との相談などはできません。 

 
＊＊登録していない授業には出ないようにしてください！！＊＊ 
この前期の授業で、登録をしていない授業に出ている生徒がいるとの事例が何回か報告

されました。授業妨害等にあたるので、今後はしないようにしてください。なお、そのよ

うなことが発見された場合、処分の対象となることもあるので注意しましょう。 
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＊いくつかの企業から就職求人票が届いています。３階掲示板に掲示していますので、 

随時、確認してください。また、ハローワークを通じての求人票を進路支援部で保管し 

ています。閲覧希望者は、進路支援部(池本)まで申し出てください。 

 

＊各大学・短大・専門学校の案内書・募集要項等が届いています。進路支援部で保管してい 

ますので、見たい大学等あれば、進路支援部まで申し出てください。また、３階掲示板前 

廊下に置いてあるものは、自由に持ち帰ってください。 

 

＊２００８年度指定校推薦入試等に関して、以前より案内していますが、新たに指定のあった 
ものもありますので、改めてお知らせします。同封の一覧表(保護者会資料記載のものより 
訂正・追加しています)をご確認ください。また、受験申込書を同封しました。受験希望者は、 
担任に相談の上、申込書を提出してください。なお、今回の連絡以降、指定のあったものは、

学校通信、掲示(3階 309前)等でお知らせしますので、随時、確認してください。 
  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路支援からのお知らせ 
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＊前期のスクーリング終了にともない、学習アシスト・ルームおよび進学特別講座、受験

準備ゼミも、その開設・開講の期間が終了しました。これらのアシストプログラムの後

期開始は１０月となりますが、これに先立ち､９月より推薦入試対策ゼミが開講されます。

今年度卒業予定者で、大学・短大の推薦入試の受験を考えている生徒は、積極的に受講

してください。 

＜推薦入試対策ゼミ＞ 

 
＜英語ゼミ＞ 

 長文問題対策を中心にした講義とプリント教材の演習を行ないます。講義では入試に

必要な構文を把握する力を養いながら、文法・語彙力の増強に努めます。演習では整

序作文問題を中心にした実践問題を解くことによって実践力を養成します。 

   日 程：９月６日～１１月８日 10/11(YMCA記念日)を除く毎週木曜日 

   時 間：１２：３０～１４：００ 

 

＜国語ゼミ＞ 

 現代文を中心に、過去に出題された入試問題を素材に演習授業を行ないます。基本的

な語彙力と読解力を身につけます。 
   日 程：９月６日～１１月８日 10/11(YMCA記念日)を除く毎週木曜日 

   時 間：１４：１５～１５：４５ 

 

＊受講費：１講座２０,０００円 ２講座３３,０００円 

 

     ★申込方法等詳細は、同封の案内をご覧ください。 
 
 

 

1976年7月18日（日）、大阪YMCA（当時南YMCAの地域センターであった東大阪YMCA、
現東 YMCA）は、奈良県室生口大野の宇陀川で野外活動の例会において、メンバー（当時
小学校 4年生）の水死事故を起こしました。この事故に学び、7月 18日を「YMCA安全の
日」として定めました。 
大阪ＹＭＣＡは、大きな教訓としてこの日のことを覚え、ＹＭＣＡに連なる多くの人た

ちが、お互いのいのちを尊び、大切にし、安全を最優先に考えて、楽しく活動に参加でき

るよう心掛けています。 
ＹＭＣＡ学院高等学校の私たちも同様です。お互いの個性を尊重しあいながら、思いやり

の心をはぐくみ、お互いの大切な「いのち」を守りたいと考えています。 

アシストプログラムのお知らせ 

７月１８日は安全の日 
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私たちはたくさんの権利に守られて生きています。教育を受ける権利、人間として安全に

幸せに生きる権利などなど・・・。その中に『傷つく権利』もあるということをぜひ心の

どこかにとどめておいてほしいのです。それはどんな法律にも、どこの規則にも書いてあ

りません。傷つくことはいやなことですし、人を傷つけてはいけないと私たちは教えられ

てきました。皆さんも他人を傷つけないようにと、いろんな面で努力をしてこられただろ

うと思います。しかし、生きてきた中で小さな傷だけでなく、もしかしたら小さくない傷

を受けた方が―あってほしくはないのですが―おられるかもしれません。しかし今、自分

に何の落ち度もないのにつけられた傷であっても、また自分の愚かさのゆえに招いた傷で

あったとしても、どうぞその傷を大切にあなたの手で手当てしてあげてください。傷があ

ることは決して恥ずかしいことでもダメなことでもないのです。それはあなたにとってか

けがえのない宝になるための原石です。私の好きな詩人の詩に次のようなものがあります。  

  わたしには傷がある。  

  しかし、その傷のところから  

  あなたの愛が沁みてくる。  

私たちはいろいろなものを通して周りの人と出会っていくわけですが、その通り道のひと

つに私たちの傷が用いられることがあるのです。もし私たちが自分の傷に無頓着なら相手

の傷に気づかずにさらに相手を傷つけてしまうかもしれません。  

  そして、これまでもそうであったように、これから皆さんがさまざまなことにチャレン

ジするとき、傷を受けたり作ったりしていくことが必ず起こってくるでしょう。もちろん

傷なんてない方が良いに決まっていますし、人が傷つくのを見て喜んでなんていられませ

ん。でも、生きていくということ、大人への階段を登ることはそういう面を持っていると

いうことを心に留めてくださったらと私は願っています。     

      （日本バプテスト連盟 シオンの丘教会 坂田 浩牧師より）  

          南ＹＭＣＡ「キリスト教」委員会 2007 

7 月 の 聖 句 

「大祭司
だ い さ い し

は、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

も弱
よわ

さを 

身
み

にまとっているので、無知
む ち

な人
ひと

、 

迷
まよ

っている人
ひと

を思
おも

いやることができるのです。」 

（ヘブライ人への手紙5章2節 ） 


